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　皆さん、こんにちは。今年もまたこうして2017年度の活動報告書と2018年度の活動計画書をお届けできることを

とても幸せに感じています。2017年度を振り返ると、たくさんのできごとがありました。受講生が順調に増え、助成金

にめぐまれ、カリキュラムが新しくでき、中学・高校・大学受講生が増えました。また、企業とのコラボレーションである

子どもデザイン基金も順調で、里親委託の子どもサポートホーム事業（個人事業）も安定しています。10年前に思い描

いた夢が一歩ずつ実現している、そんな印象です。

　一方、教室事業においては、反省しなければいけないこともありました。新しく始めた7つのレッスンは多忙を極め、

講師とは思いが噛み合いませんでした。子どもデザイン教室はこのまま崩壊するのか？とさえ思いました。しかし、それ

を救ってくれたのが理事であり、スタッフであり、特に手塩にかけた受講生の存在が大きいです。私の夢が徐々にその

外形が浮かび上がらせ始めています。

　さて、2018年度。2017年度の反省を踏まえ、やはり自分で思い描く形は自分にしか描けないと思い、レッスンスタ

イルを変え、新たな船出を切りました。年度の当初はどうなるのか不安で仕方がありませんでしたが、このメッセージ

を書いている8月、折り重なるように増える支援者やスタッフのお陰で、順調に進んでいます。

　2017年度 活動計画書の冒頭で、私は次の5つのことをお約束しました。 ①次世代を育てる。 ②スタッフを集める。

③カリキュラムを開発する。 ④教室環境を整える。 ⑤レッスン時間と料金を改定する。 いずれの公約も実行しました。

まだ路途上ではありますが、すべて順調に推移しています。特に、①の「次世代を育てる」ことにおいては、私から直接、

次世代の受講生へバトンを繋ぐ「子どもの王国」構想を思い描いています。

　さらに、子どもデザイン教室設立以来の夢であるファミリーホームを立ち上げ、「子どもの王国」構想の最終形として

考えています。この突拍子とも思える私の夢も、皆さんのお力添えがあれば、きっと願いを叶えることができます。どう

か皆さん、親と暮らせない子どもたちが「生まれてきてよかった」と思える社会になりますよう、より一層のご支援をこ

れからもどうぞよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人 子どもデザイン教室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事 和 田 隆 博

はじめに

●「子どもの王国」構想
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学習支援：子どもデザイン教室事業の活動計画

●新レッスン、始動！
　子ども、とりわけ親と暮らせない子どもの自立支援をする子どもデザイン教室。新年度は、お試しレッスン→造形工
作レッスン→グッズデザインレッスン→デザイン国語研究レッスン→人生デザインレッスンと子どもの成長に合わせて
レッスンを開催します。子どもデザイン教室は、長期的に子どもに併走することで、自立を支援するデザイン教育機関
です（＊印のレッスンは、社会的養護児童専用のレッスンも開催します）。かつて子どもデザイン教室は少人数の小学
生が中心で、中学になるとクラブ活動や受験を理由に大半の受講生が辞めていきました。しかし、昨年3人から始めた
人生デザインレッスンは、今年度14名に増えました。高校生・大学生らとレッスンができるとは夢のようです。
　高校生・大学生の受講生は、子どもデザイン教室でアルバイトとインターンをするバイターン生と呼称しています。バ
イターン生は子どもデザイン教室の業務を通してビジネススキルを磨きます。やがてこの中の誰かが、私に代わって、子
どもデザイン教室を運営する正社員・理事・代表理事になることを夢見ます。このためにも収益性の担保は必須です。
そこでレッスンを拡充し、目標100名の一般受講生をめざします。かつて子どもデザイン教室は努力型のNPOでした。
やがて寄附・助成金型のNPOを模索して、ようやく事業型のNPOの出発点に着きました。丸10年を費やしましたが、
遅くもなかったし、早くもなかったと振り返ります。

●仕組み作り
　4月、大阪市市民活動助成事業の3年目の事業申請で、公開プレゼンテーションを受けました。審査員の方々からは
その先駆性に高い評価を頂いた一方で、この独創的なレッスンを広く社会に広める必要性をご助言頂きました。その
ためにはレッスン・業務・運営の汎用化が必要です。グッズデザインレッスンが始まってもう5年ほどになります。開始当
初より、このレッスンを誰にでもできるようにパッケージ化を図ってきました。
　今はまだ代表理事である私に負うところが大きいですが、バイターン生でも実施できる汎用性も最近では実感して
います。このためにも運営業務の簡素化を推し進めます。年度末ぎりぎりに、受講生のお母さんが事務スタッフとして
加わりました。ラッキーの神様がまた人を巡り合わせてくださいました。代表理事・スタッフ・バイターン生らと、すべて
の業務の記録と確認をし、次世代に続く子どもデザイン教室を塑像していきます。

●子どもの王国構想
　新年度は4つのレッスン、3つの社会的養護児童支援、クリスマス会、発表会と続きます。今年から私が全てのレッス
ンを担当します。正直、完走できるのか不安です。しかし、受講料を値上げしたにも関わらず、受講生は順調に増えてい
ます。人数が増え、新年度レッスンが雑にならないか？と不安もあります。しかし、おとなレッスンの終了、レッスンの再
編、その他のお仕事の辞職など、集中と選択もしました。また、新年度は役員改選期です。子どもデザイン教室のために
ご尽力頂ける理事・スタッフ・ボランティアを集めていきます。
　そんな新年度のビッグニュースは、大阪府立大学の伊藤嘉余子さん、アトリエインカーブの今中博之さんの理事会
へのご参加です。これを機に、大学などの教育機関、児童養護施設、大阪市里親会、大阪市こども相談センターなど、
様々な教育・デザイン・児童福祉・経営や法律関係機関とネットワーク化を進めていきます。遊び感覚で学ぶ力と生き
る力を醸成するデザイン教育は、これからますます重要性を増していくでしょう。そのためにも、レッスンの研究開発を
推し進め、さらに強く深く次世代に続く「子どもの王国」づくりをめざしてまいります。

＊ ＊

＊

24



●新レッスンの主旨
　2018年で創設11年目を迎えた子どもデザイン教室は、創作の喜びを感じるレッスンに始まり、キャラクター商品
作りのレッスン、聞き話す力を育てるレッスン、自分の将来をデザインするレッスンと、幼稚園児から大学生まで繋がる
４つのレッスンを提供しています。このレッスンの背景には、頭脳労働者がますます必要とされる社会の到来がありま
す。2045年には人工知能が人間の知性を上回るシンギュラリティ（技術的特異点）が来るといわれています。コン
ピュータの発達と共に、デザイン（企画・設計）する力が求められる時代です。
　レッスンは、ただ楽しい、面白いだけではありません。子どもたちにあえて困難な課題をだします。この課題を通して、
創造力を豊かにし、企画設計力を駆使し、協働的に対話し、困難を解決する方法を学びます。レッスンの要点は、①創
造力、設計力、対話力を身につける。②自己肯定感を高める。③自分の将来をデザインする。の3点です。なぜなら子ど
もたちは、創造することも、努力することも、対話することも苦手だからです。しかし、それは能力の問題でなく、ただ経
験がないだけのことです。子どもデザイン教室では、自ら学ぶ方法を学びます。そのことが子どもたちの自信や自己肯定
感を高め、勉強や生活、さらに、明日をよりよくする力を育てます。
　そして、おとなになったとき、自分の人生が自由自在に設計できる人「自分デザイナー」を育てることがレッスンの最
終目的です。子どもデザイン教室はお絵描き教室ではありません。デザイン教育であらゆる物事をデザイン（企画・設
計）できる人を育てる学習教室なのです。

●割引制度のご案内
○レッスン料が半額か無料になる所得割制度を始めました（2018年度限定）。
○ご兄弟の場合は、2人目1割引・3人目2割引と割引になる兄弟割制度があります。
○2つ以上ご受講の場合は、2つ目1割引・3つ目2割引と割引になる複数割制度があります。
○大阪市塾代助成事業ご利用の中学生は、月会費が無料になります。

●クリスマス会を開催します。
　子どもたちの一番の楽しみクリスマス会。好評のデコレーションケーキコンテスト、高校生・大学生受講生が主催す
るゲーム大会、大判振る舞いのビンゴ大会を開催します。今年は受講生増加に伴い、2つのグループに分け、2部構成
で開催します。ご寄贈品のお申し出も承っておりますので、ご協力をお願いします。
○12月9日㊏ 10：00～12：00・14：00～16：00
○南田辺会館 老人憩いの家

●子どもデザイン教室の発表会を開催します。
　子どもデザイン教室では、2018年度を締めくくる最大のイベントとして、この1年の発表を開催します。作品発表会、
商品販売会と盛りだくさんの内容です。会全体は高校生・大学生受講生がサポートします。ぜひお越しください。
○3月21日㊍14：00～17：00／3月23日㊏・24日㊐11：30～13：30
○南田辺会館 老人憩いの家
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●お試しレッスン　　　   ・レギュラーレッスン□ 

クリスマス会 ＊⑴受講生以外

②④のみ ①のみ

火曜・土曜発表会木曜・特別発表会
国語発表会

＊いずれも⑴受講生以外

⑴お試しレッスン
　わざわざ出掛けなくても、児童養護施設や児童相談所で、子どもデザイン教室のユニークなレッスンが体験できる
「お試しレッスン」を開催します。対象は幼稚園児から大学生までの社会的養護児童です。特にご用意頂くものもありま
せん。お気軽にお電話ください。
○第1日曜日13：30～15：30（2時間／社会的養護児童専用）
○無料（年会費無料）
○受講の目安＝幼稚園児～大学生

⑴お試しレッスン年間日程表
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火曜・土曜発表会

クリスマス会
（火曜・土曜／木曜・特別・国語）

木曜・特別発表会
国語発表会

①造形工作レッスン／⑵造形工作特別レッスン
　創造することの喜びを体験するために、お絵かき、立体などの造形工作を楽しみます。2019年3月23日㊏・24日㊐
に作品展示会を開催します。対話が苦手な子にも配慮し、自分だけの世界を創造し、自分の考えを絵や文字で伝えら
れる力を育てます。
○毎週土曜日9：00～10：00・10：15～11：15（各1時間・月4回）
○第２土曜日13：30～15：30（2時間・月1回／社会的養護児童専用）
○一般家庭8,640円・社会的養護児童 無料（いずれも年会費3,000円）
○受講の目安＝幼稚園児・小学生
○行程（仮）＝4月：自己紹介／5月：花とみどりと／6月：雨あめふれふれ／7月：ふみの日／8月：夏休み／9月：小さい 
　秋／10月：ハロウィン／11月：冬じたく／12月：クリスマス／1月：雪やこんこ／2月：春はすぐそこ／3月：発表会

①造形工作レッスン年間日程表

27



火曜・土曜発表会

クリスマス会
（火曜・土曜／木曜・特別・国語）

6/30代替日

木曜・特別発表会
国語発表会

②グッズデザインレッスン／⑶グッズデザイン特別レッスン
　2019年3月23日㊏・24日㊐の商品販売会に向けて、キャラクターグッズを企画・製作・販売します。自分だけのキャ
ラクターをデザインし、葉書・ピンバッジ・お人形・レジンなどの商品にします。創造力を育て、計画的に行動し、皆と対
話する力をつけることで自己肯定感を高めます。
○毎週火曜日16：30～17：30・18：00～19：00（各1時間・月4回）
○毎週木曜日16：30～17：30・18：00～19：00（各1時間・月4回）
○毎週土曜日11：45～12：45（各1時間・月4回）
○第３土曜日13：30～16：30（3時間・月1回／社会的養護児童専用）
○一般家庭8,640円・社会的養護児童 無料（いずれも年会費3,000円）
○受講の目安＝小学生・中学生 〈29ページに続く〉

②グッズデザインレッスン年間日程表
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●出席日＝造形特別　　　  ・グッズ特別　　　  ・レギュラーレッスン□

クリスマス会
（火曜・土曜／木曜・特別・国語）

火曜・土曜発表会木曜・特別発表会
国語発表会

②グッズデザインレッスン／⑶グッズデザイン特別レッスン
　〈28ページより続く〉 ○行程（仮）＝4月：キャラクターをデザインしよう／5月：葉書をデザインしよう／6月：ピン
バッジをデザインしよう／7月：絵本をデザインしよう／8月：絵本をデザインしよう／9月：レジンをデザインしよう／
10月：お菓子をデザインしよう／11月：お人形をデザインしよう／12月：お料理をデザインしよう／1月：すごろくをデ
ザインしよう／2月：力を合わせてデザインしよう／3月：お店をデザインしよう

⑵造形工作特別レッスン／⑶グッズデザイン特別レッスン年間日程表
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国語発表会

クリスマス会
（火曜・土曜／木曜・特別・国語）

準備日
火曜・土曜発表会木曜・特別発表会

③デザイン国語研究レッスン
　論理的な思考力、人の意見を聞き、自分の意見を話す能力は、困難を乗り切る力として重要です。そこで中学生・高
校生の論理的に聞き、話すコミュニケーション能力を育て、自己肯定感を高めるレッスンを大阪府立大学 人間社会シ
ステム科学研究科との協働で開催します。
○毎週金曜日18：00～19：30（1時間30分・月4回）
○一般家庭8,640円・社会的養護児童 無料（いずれも年会費3,000円）　○受講の目安＝中学生・高校生
○行程（仮）＝①4月：妥協する・説明する・定義する／5月：けんかしない・討議する／6月：絵本をプレゼンする
　　　　　　②7月：具象と抽象・対比・原因と結果・主語と述語 初級編／8月：同 初中級篇／9月：同 中級編
　　　　　　③10月：輪読パーティ／11月：輪読本をブレストする／12月：輪読本をプレゼンする
　　　　　　④1月：ディベートする／2月：ファシリテーターになる／3月：発表会でプレゼンする

③デザイン国語研究レッスン年間日程表
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●出席日　　　・バイターン日

クリスマス会
（火曜・土曜／木曜・特別・国語）

準備日

準備日

国語発表会

5月
不足分

11月
不足分

火曜・土曜発表会木曜・特別発表会

④人生デザインレッスン
　レッスンお手伝いや事務など、子どもデザイン教室の実務をアルバイトとインターンで体験する高校生以上のレッス
ンです。ビジネスマナーやオフィスワーク、コンピュータ技能も学びます。この経験を通して、自分の将来を企画設計で
きる「自分デザイナー」をめざします。
○毎週土曜日17：00～19：30（2時間30分・月4回・軽食つき）
○一般家庭8,640円・社会的養護児童 無料（いずれも年会費3,000円）
○受講の目安＝高校生・大学生 〈32ページに続く〉

④人生デザインレッスン年間日程表
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自立支援：子どもデザイン基金事業の活動計画

●基金の主旨
　子どもデザイン基金事業の柱の一つは、企業・団体と協働して、親と暮らせない子どもたちの自立資金と学習資金を
創出する「こどキャラ」事業です。今年度は、セレッソ大阪様、マコトフードサービス様と協働して、社会体験型福祉事業
や児童養護施設訪問を展開します。
　もう一つの柱は、寄付金・助成金・寄贈品を集めるファンドレイジング事業です。 SNSによる情報発信やイベント・
講演の開催、活動説明会「こどカフェ」を隔月で実施し、賛助会員「キッズサポーター」を増やし、さらに共感の輪を広げ
ていきます。

●活動説明会「こどカフェ」を開催します。
　毎月偶数月の第4土曜日13時30分～15時30分、子どもデザイン教室において活動説明会「こどカフェ」を開催し
ます。 私たちの取り組みの意義や方法、親と暮らせない子どもたちの今を知るユニークな説明会です。すでに今期の
キッズサポーター会費、年会費をお支払いの方、継続会員様は無料です。
○目標12人（年6回×2人）
○キッズサポーター会費（寄付金）を3,000円以上をご寄付ください。 

●セレッソ大阪 キンチョウスタジアムで募金活動「うちはにがおえやさん」
　子どもデザイン教室はセレッソ大阪様にご協力を得て、キンチョウスタジアムのイベント広場で、熱戦にぴったりのう
ちわに似顔絵を描いて販売し、利益は親と暮らせない子どもたちの支援費用にします。似顔絵ボランティアと運営
する子どもたちのコラボレーションでどんな笑顔が生まれるでしょう？ご期待ください。

●ラーメンと似顔絵で児童養護施設に笑顔を届ける、まこと屋と子どもデザイン教室の「笑顔一丁」
　京阪神と台湾でラーメンレストラン「まこと屋」を展開するマコトフードサービス様と子どもデザイン教室は京阪神
の児童養護施設を巡り、おいしいラーメンと似顔絵ボランティアによる似顔絵コーナーを提供します。ご希望の児童養
護施設さんは遠慮なくお声掛けください。

●阪急百貨店「H2Oサンタ NPOフェスティバル」に参加します。
　阪急百貨店うめだ本店の9F祝祭広場で開催される「H2Oサンタ NPOフェスティバル」に参加します。大阪市立扇
町総合高校 吹奏楽部オーギーズによる演奏会と子どもデザイン教室の活動紹介をします。こうした広報活動を通して、
少しでも多くの方に親と暮らせない子どもたちの問題を知って頂ければと願います。

④人生デザインレッスン
　〈31ページより続く〉 ○行程（仮）＝4月：自分デザイナーになろう／5月：インターンをしよう／6月：アルバイトをし
よう／7月：販売会をサポートしよう／8月：PCをマスターしよう／9月：インターンをしよう／10月：アルバイトをしよ
う／11月：自分デザイナーになろう／12月：クリスマス会をサポートしよう／1月：自分デザイナーになろう／2月：自
分デザイナーになろう／3月：発表会をサポートしよう
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●こどキャラ部門 
◎目標＝390,000円
○内訳＝120,000円×2口＝240,000円
　　　　30,000円×5口＝150,000円
◎目的＝親と暮らせない子どもたちの自立資金 97,500円（25%）
　　　　親と暮らせない子どもたちの学習資金 292,500円（75%／約34ヶ月･3人分の受講料）
◎施策＝FacebookなどSNSでの情報発信
　　　　ホームページの改良
　　　　イベント・講演会での広報活動

●ご寄付部門
◎目標合計＝1,854,000円
◎内訳＝ 正会員費
　　　　 キッズサポーター会費（受講会員）
　　　　 キッズサポーター会費（一般会員）
　　　　 キッズサポーター会費（継続会員）
　　　　 キッズサポーター会費（法人会員）
　　　　 個人ご寄付
　　　　 法人ご寄付
◎目的＝親と暮らせない子どもたちの学習資金（約215ヶ月・18人分の年間受講料）
◎施策＝FacebookなどSNSでの情報発信
　　　　ホームページの改良
　　　　イベント・講演会での広報活動

●ご寄贈部門
◎目標＝100,000円相当の寄贈品
◎目的＝おやつ代・クリスマス会でのプレゼント寄贈
◎施策＝FacebookなどSNSでの情報発信
　　　　ふーどばんくOSAKA様からのご寄贈

●助成金部門
◎目標＝5,239,040円
◎内訳＝内閣府子供の未来応援基金 2,928,000円
　　　　大阪市市民活動助成事業 1,000,000円
　　　　阪急阪神 未来のゆめ・まち基金 1,000,000円
　　　　大阪市塾代助成金 311,040円

14,000円
180,000円
300,000円
300,000円
240,000円
20,000円
80,0000円

14人
60人
60人（高額寄付10人を含む）
20人
1社
10人
14社
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●広報部門
　FacebookなどのSNSやホームページを活用して情報を発信し、広報・啓発活動を行います。

●講演部門
　年6回程度で、講演活動を行い、親と暮らせない子どもたちの問題や子どもデザイン教室の取り組みを講演します。

●ニュース部門
　年12回、お名刺を交換した約1,000名の方にニュースメールを配信します。また、継続会員様、高額会員様、ボラン
ティアの皆様、活動説明会「こどカフェ」ご参加者様など、約80名の方にはより詳細をご報告する特別版ニュースメー
ルを配信します。

●理事会部門
　毎月第1土曜日 2時45分～4時45分、子どもデザイン教室にて理事会を開催します。

●スタッフ
○代表理事＝和田隆博〈有償〉
○理事＝西井廉剛・林田全弘・伊藤嘉余子・今中博之（名誉理事）
○監事＝畑山佳之（税理士）
○正会員＝山本悦二・大田香織・井上翔一・久保 晶・高橋あおい・出口奈津子・島津侑花
○講師＝和田隆博〈有償〉
○事務＝山口杏子〈有償〉
○レッスン・事務助手＝人生デザインレッスン生〈有償〉
○国語レッスンアドバイザー＝井上翔一・藤井健志〈いずれも有償〉
○インターン＝八木正子・大阪府立大学 大学院生
○レッスンボランティア＝井上翔一・久保 晶・出口奈津子・森田英美・生駒あんず子
○食事ボランティア＝島津侑花
○経理ボランティア＝船越哲子
○助成金ボランティア＝西井廉剛
○WEBボランティア＝清水香苗
○似顔絵ボランティア＝長口守彦・吉田香菜恵・吉村萌里・吉川紗矢
○イベントボランティア＝西井廉剛・大島眞佐子・島津侑花
○運輸ボランティア＝山本悦二
○お遊び担当＝井上翔一
○継続会員・高額会員＝西井廉剛・浦田慎介・箱崎一江・前田委久子・森田英美・山上謙二郎・柳瀬真佐子・
　大田香織・畠山義輝・栗本一美・芝田正直・KENTA KURAYAMA ・原田佳子・中田成慶・園崎寿子・山本容子
○法人会員＝輸出梱包株式会社
○企業協賛＝大阪ガス株式会社・株式会社蓬莱・セレッソ大阪・阪急阪神ホールディングス・一般財団法人H2Oサン
　タ・ヤフー株式会社・ソフトバンク株式会社・株式会社ベネフィットワン・デンタルプロ株式会社・株式会社風の街・
　株式会社マコトフードサービス・株式会社摂津金属工業所・株式会社泉州・株式会社ワークス
○連携＝大阪府立大学・大阪府立今宮工科高校
　聖家族の家・四恩たまみず園・常照園・入舟寮・助松寮・レバノンホーム・田島童園・東さくら園
　大阪市里親会・大阪市こども相談センター
　〈敬称略〉
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養育支援：子どもサポートホーム事業の活動計画（個人事業）

●ファミリーホーム
　2011年に始めた養育里親は今年で6年目に入りました。2016年にはファミリーホームを運営する資格を得ました。
ファミリーホームとは、6人までの子どもを養育する住居型の小規模な児童養護施設です。しかし、ファミリーホームは
家族の同意が得にくい点で、私の家族で運営をするには多くの問題を抱えてしまいます。想いだけが先行すると、短期
間で運営が頓挫する危険性があります。一方で、行き場のない子どもを養育できないのは、忸怩たる想いがあります。
　そんなここ最近、助成金・ご寄付のお申し出を頂く機会が増えました。そこで、子どもデザイン教室という教育機能を
活かし、進学支援・自立支援に特化したファミリーホームの運営はどうか？と考えています。高校生・大学生の受講生
に話を聞くと、「大学に進学したい」という希望と共に、「18歳以降、施設にいられるかどうか分からない」「18歳になっ
たら施設を出たい」と話します。こうした子どもたちが、子どもデザイン教室でアルバイトをしながら入試費用などの学
習資金を得、自立の足がかりとなるファミリーホームが必要では？と考えています。

●これからの養育事業
　設立に当たっては、これまで学童保育などを通して長年交流のあるご近所のお母さん方にご協力を得ることを考え
ています。しかし、この様な構想も行政機関の理解を得ないと実現は不可能です。問題は山積みです。ただ、無理だろう
から物事を始めたら何も始まりません。ファミリーホームの運営は子どもデザイン教室設立当初からの私のゴールで
した。もしかするとそのゴールがいきなり実現するかもしれません。あまり長くもない残りの人生を先駆と独創で駆け
抜ける「プロフェッショナルじじい」として楽しみたいものです。
　ファミリーホームは子どもデザイン教室と連動して運営することが基本の構想ですので、教室の近隣に家屋を借り
受け、ご近所のお母さん方と協働して養育をします。委託された児童は、子どもデザイン教室の受講生としても養育し
ます。そうすることで、めざす未来や養育の方針が明確になり、親和性が生まれます。揺るぎない軸である私とご近所の
お母さん方よる手厚い養育環境が実現できれば、急な一時保護委託にも対応が可能になります。

●夢を諦めずに語り続けること
　子どもデザイン教室と連動すれば、資金的なリスクも少なくてすみます。このようにもてる資源を有効に活かし、これ
からの社会的養護の一翼を担ければと考えます。既存のシステムと独創的な想いをいかに組み合わせていくか？その
ことに思考する毎日です。私の夢は、教室に通う子らを引き取って、大学に行けるように育てることでした。「自分の人生
が設計できる人を育てたい」そんな夢を10年前から見続けています。2017年の春から教室で子どもたちがアルバイト
とインターンを始めています。やがて、誰かが「たかさん、この教室で働きたいねんけど」って、すっかりおじいさんになっ
た私に言う日を夢見ています。

8年前に描いたファミリーホームのイメージ画
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平成30年度 活動予算書
子どもサポートホーム事業は含まず
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子どもデザイン基金

子どもデザイン教室

子どもサポートホーム

和田

バイト

正社員

バイト

役員

受講生

受講生

受講生

賛助
会員

教育者

法律家

福祉士

賛助
会員

賛助
会員

企業

企業

企業

受講生

受講生受講生

ボラン
ティア

スタッフ

講師

和田家

大学

里子

里子 里子
社会福祉の
広がり

自立

自立

自立 自立

一般家庭向け有料レッスン／社会的養護児童向け無料レッスン

福祉型キャラクタービジネス←活動説明会→賛助会員

イベント

イベント

こど
キャラ

笑顔一丁
うちは
にがおえや
さん

NPO
サンタ

こど
カフェ

キッズ
サポーター

造形工作
レッスン

グッズ
デザイン
レッスン

デザイン
国語
レッスン

人生
デザイン
レッスン

出張
お試し
レッスン

クリス
マス会

発表会
夏休み
映画
大会

（個人事業）

長期併走型の教育機関

企業との協働による価値の創造

高等教育専門の養育機関

平成30年度からのロードマップ
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親と暮らせない子どもたちを支援する

特定非営利活動法人

この活動報告書・活動計画書は内閣府「子供の未来応援基金」の助成金によって制作しました。




